
昭
和
三
十
五
年
か
ら
二
十
六
年
に
か
け
て
、
出

牢
・
折
、
槁
夫
は
、
い
わ
ゆ
る
「
女
歌
」
に
関
し

て
、
攻
の
三
つ
の
文
章
を
相
次
い
で
発
表
し
て
い

るγ
「
所
謂
「
末
沽
人
短
歌
」
の
含
む
暗
示
」

（
「
こ
の
采
に
君
あ
患
如
く
」
序
文
・
昭
和
三

十
五
年
万
月
一

「
女
人
短
歌
序
説
」

令
女
人
蝿
歌
」
第
二
巻
、
第
四
号
→
昭
和
二

１
両
年
十
月
）

「
女
流
の
歌
を
閉
塞
し
た
も
の
」

二
類
歌
研
究
」
第
八
巻
、
第
一
号
・
昭
和
一
一

’
六
年
・
月
←

こ
れ
ら
の
文
草
の
中
で
担
空
は
、
「
あ
れ
ほ
ど

歌
人
的
牛
命
を
丘
右
す
る
ほ
ど
の
位
置
を
得
た
典

流
歌
人
の
存
在
が
問
題
で
な
く
な
り
、
又
女
歌
と

【
第
三
回
・
昭
和
五
十
九
年
度
】
現
代
俳
句
協
会
評
論
賞
受
賞
作

俳
句
に
お
け
る
女
歌

Ｉ
橋
本
多
佳
子
を
中
心
と
し
て
Ｉ

言
ふ
も
の
か
、
短
歌
史
は
じ
ま
っ
て
以
来
と
言
は

れ
患
ほ
汗
、
価
値
の
低
い
も
の
に
な
三
Ｌ
し
ま
っ

た
：
：
：
」
全
こ
の
果
に
君
あ
る
如
く
」
序
文
》
と

い
う
括
摘
を
は
じ
め
、
各
論
の
中
で
典
性
の
敢
の

現
壮
に
つ
い
て
、
そ
め
衰
微
を
嘆
き
、
ま
た
そ
の

原
因
に
つ
い
て
筆
を
及
ぼ
し
て
い
る
ゞ

同
じ
明
、
昭
和
二
十
六
年
、
俳
句
の
世
界
に
お

い
て
は
、
楠
本
夢
佳
子
の
第
三
句
集
「
紅
絲
」
が

上
梓
さ
れ
た
．
霧
佳
子
五
十
三
歳
。
迩
牢
没
年
の

三
年
前
で
あ
る
。

も
と
よ
り
こ
の
両
者
の
問
に
直
接
の
係
わ
り
は

な
い
だ
ろ
う
。
｜
方
は
、
一
人
の
卓
越
し
た
歌
壇

の
先
達
が
、
敢
集
あ
る
い
は
雑
誌
に
伝
わ
れ
て
書

い
た
所
感
で
あ
り
、
ま
た
一
方
は
円
熟
の
女
流
俳

人
の
、
約
二
年
間
に
及
ぶ
露
骨
の
作
品
の
集
積
で

ある。

多
仲
了
の
月
に
逼
空
の
論
が
ふ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
這
空
が
俳
人
橋
本
彩

佳
下
の
存
在
を
ど
の
程
衰
知
三
Ｌ
翠
た
の
か
、
今

は
推
測
判
断
す
る
資
料
を
持
つ
て
い
な
い
。

た
芹
遡
三
Ｌ
二
十
余
年
に
班
ぶ
莪
月
の
砿
吟

に
、
ほ
ぼ
時
寺
同
じ
く
当
て
歌
壇
、
俳
壇
②
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
、
一
方
で
は
そ
の
女
流
の
歌
吟
衰

微
蒋
暎
き
、
・
方
で
は
女
情
の
世
界
の
す
ぐ
れ
た

表
現
と
し
て
高
く
世
に
迎
え
ら
れ
た
集
の
あ
っ
た

こ
と
が
興
味
あ
る
こ
と
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
逼
牢
は
、
前
記
序
文
の
中
で
、
「
§
与
謝

野
日
四
十
の
成
熟
し
き
っ
た
時
期
を
限
り
と
し
て
、

女
欣
は
ひ
士
衰
へ
に
衰
へ
て
行
っ
た
。
…
」
「
…

だ
か
ら
日
出
十
女
史
”
歌
は
、
女
歌
の
う
ち
ど
釣
-

（
傍
点
原
又
）
で
も
あ
る
と
砂
う
よ
う
に
そ
の
現

状
を
と
ら
え
て
戒
べ
て
い
る
が
、
｜
方
俳
句
の
世

綾
野
道
江

麺７


























